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［２］研究経過 

新型コロナウイルス感染（COVID−19）拡大に伴い、

呼吸器感染症の鑑別には新型コロナウイルス

（SARS-CoV-2）を念頭に入れながら対応を要する

ようになった。しかし、通常の呼吸器感染症の起炎

菌検索も並行して実施する必要もあるため、一つの

検体から多くの病原体を網羅的に調べることができ

れば診療の質向上に大きく貢献できる。 

 

HIRA-TAN 法 （ Human-cell controlled 

Identification of Respiratory Agent from TAN）は、

real-time PCR法を基盤とした呼吸器感染症の起炎

菌の迅速診断であり、28 種類の病原体を網羅する。

検出された病原体が起炎菌か定着菌かを鑑別できる

特許技術であり（日本特許登録4665203、中国特許

登録CN102112625、欧州特許登録EP2253712B）、

本研究ではここにSARS-CoV-2を追加した。 

 

Zoomを用いて2021年 5月 1日に研究打合せのキ

ックオフミーティングを行い、8 月 14 日、10 月 9

日、11月1日に進行状況の確認と情報共有を行った。

継続研究において、2022年3月18日に研究打ち合

わせのZoomミーティングを行い、2022年11月2

日の第１回東北肺移植研究会セミナーで本研究につ

いて相談し、2023年 2月 1日の第 2回東北肺移植

研究会セミナーでも研究状況について共有した。 

 

［３］成果 

（３－１）研究成果 

＜倫理申請＞ 

2021年、本研究内容を東北大学大学院医学系研究科

倫理委員会に申請（承認番号2021-1-594）。 

 

＜SARS-CoV-2診断システムの確立＞ 

国立感染症研究所が推奨する SARS-CoV-2 の逆転

写real-time PCRを採用し、SARS-CoV-2の cDNA

テンプレートを検出できることを確認。 

 

＜HIRA-TAN法の検出標的拡大＞ 

既存の検出標的 28 種類に加え、SARS-CoV-2 を追

加することで、COVID-19へも対応できる迅速診断

検査となった。 

 

表1  HIRA-TAN法の検出標的 

Homo sapience Mycoplasma pneumoniae 

Streptococcus pneumoniae Legionella pneumophilia 

Streptococcus aureus MSSA Chlamydophila pneumoniae 

Streptococcus aureus MRSA Chlamydophila psittaci 

Haemophilus influenzae Coxiella burnetii 

Pseudomonas aeruginosa Bordetella pertussis 

Acinetobacter baumannii Mycobacterium tuberculosis 

Stenotrophomonas maltophilia Mycobacterium avium 

Burkholderia cepacia Mycobacterium kansasii 

Klebsiella pneumoniae Mycobacterium abscessus 

Escherichia coli Nocardia asteroides 

Serratia marcescens Influenza virus 

Moraxella catarrhalis Human metapneumovirus 

Aspergillus fumigatus RS virus 

Pneumocystis jiroveci SARS-CoV-2  

 

＜呼吸器感染症へのHIRA-TAN法の応用＞ 

呼吸器感染症を発症した 20 名の肺移植患者に

HIRA-TAN法を施行した。8名で肺炎起炎菌の同定

ができた（Pseudomonas aeruginosa 6名、MRSA 2

名 、 Klebsiella pneumoniae 1 名 、

Stenotrophomonas maltophilia 1名）。研究期間中、

肺炎を発症した患者は、本研究に登録する前、既存

の検査法（保険診療で実施される RT-PCR）で

SARS-CoV-2感染症と診断されており、COVID−19

患者から呼吸器検体を使用して解析をすることは院

内感染対策からも不可能であった。そのため、本研

究では、COVID-19陰性の呼吸器感染症患者におい

て、肺炎起炎菌の同定を行うこと、また、

SARS-CoV-2が検出されないことの確認作業 

 

 



 

（３－２）波及効果と発展性など 

本研究はCOVID-19へ対応できるだけでなく、市中

発症の呼吸器感染症ならびに院内肺炎、日和見肺炎

にも対応する迅速診断の開発である。基礎疾患を有

する患者や様々な病原体が呼吸器疾患を呈するため、

本研究のような網羅的迅速検査法は今後も必要とな

ってくると思われる。 
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